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安定していて，平均の周りに変動するものとして，各  

在庫管理方式について考察した．しかし，需要の基本  

値に増加ないしは減少傾向がみられたり，あるいは季  

節変動の傾向がみられたりするような場合，在庫管理  

を実施するには，適切に対応することが必要である．  

そのための一つの在庫管理方式として，在席バンク方  

式（Theinventory－banksystem）を取り上げること  

にする．この方式では，調査時点で，毎期，在庫補充  

水準を計算し，期末の手持ち在庫量と発注済量の和が  

在庫補充水準よりも少ないときに，その差を発注量と  

して発注する．ここに，在庫補充水準は，直近のある  

期間（〟期）の平均需要量を何倍（〃倍）保持する  

かによって決定される．ここに，〟とⅣのパラメー  

タの値をあらかじめ設定しておく必要がある．なお，  

本方式の詳細については，文献［1］を参照してほしい．   

2，1記号   

本節（Excelモデル）で用いる記号を次にまとめて  

示す．ここでは，1期を1日とする．  

α：発注前における期末の手持ち在庫量と発注  

済量の和  

αd：単位期間当たりの需要量の平均  

A〃：平均在庫量   

A5¢：平均品切れ量  

AJ：期平均在庫量  

A2：期平均品切れ量  

A3：期発注回数  

A4：期品切れ回数  

∂：在庫補充水準  

占α：在庫補充水準からの差異  

C：発注費（1回当たり）  

β：年間需要量  

d：需要量（1期）  

e々：実行期間  

／：平均需要量を算出するための変数  

タ：発注済量を算出するための変数  

オペレーションズ・リサーチ  

1．はじめに  

本シリーズでは，在庫管理の具体的な場面を取り上  

げ，PCを用いて，それぞれの状況に合った在庫管理  

方式を適用するために，在庫管理方式およびモデル化  

の考え方を具体的に解説している．そして，在庫管理  

方式をいっそう理解しやすくするための手段を提示し，  

併せて，実際の問題へ応用するための参考事例を紹介  

することを目的とする．これまでに，第1回：定量発  

注方式（発注点方式），第2回：定期発注方式，およ  

び第3回：2ビン方式（ダブル・ビン方式）を取り上  

げた．第4回の今回は，季節変動などにみられるよう  

に，対象期間中に需要パターンが変重力するような状況  

に対応する一つの在庫管理方式を取り上げることにす  

る．   

本シリーズにおいて，在庫管理方式のモデル化に際  

しては，初めにExcelを用いて，シミ ュレーショ  

ン・モデルを構築する．次に，グラフ上に時々刻々変  

化する様子を動態的に表現するために，構築済みの  

Excelモデルにアニメーション・モデルを融合させる  

ための手順について解説する．本シリーズでは，  

Excelと併用するシステムとして，Arenaシミュレー  

ション・アニメーション・システムを用いてモデル構  

築を進めることにする1．  

2．在庫バンク方式  

前回までの在庫管理方式では，対象期間中，需要は  

／誉「＼＼  

／ワ、、＼＼   

たかくわ そうえもん，みわ かんな  
名古屋大学大学院経済学研究科  

〒464－8601名古屋市千種区不老町  

1Microsoft Excelは米国Microsoft Corporationの登  

商標であり，Arenaは米国Rockwe11Software CorporaT  

tionの登録商標である．本シリーズで取り上げるプログラ  

ムを実行するには，これら二つのソフトウェアがインスト  

ール済みであることが必要である．Arenaソフトウェアは  

文献［2］の付録に添付されており，インストールに特別の  

制約はない．  
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ゐ：平均需要量または発注済量を計算するため  

の期を表す変数  

J：在庫量  

g：年間在庫保管費率  

ノβ5β∠4r4：セルの名称  

々：期  

々オ：通年の期  

エ：納入リードタイム  

〟：平均需要量を算出する期間数   

研0プ乍娩：月を表す変数  

Ⅳ：在庫補充水準を算出する期間数  

OC：発注回数  

P：製造原価（1個当た－））  

か一：発注量  

的：期首の手持ち在庫量  

ヴe：期末の手持ち在庫量  

γ：納入量  

s∂：平均需要量  

5C：品切れ回数  

sd：単位期間当たりの需要量の標準偏差   

ダeαγ：年を表す変数  

β：需要へのサービス率を表す信頼係数   

2．2 計算式   

在庫バンク方式で用いられる計算式について，計算  

手順に従って説明する．  

（1）期   

時間単位を々期として，ここでは1日を1期とす  

る．  

（2）期首手持ち在庫量   

前期末時点での手持ち在庫量と前期の納入量の和が  

当期首手持ち在庫量である．  

（6）在庫補充水準   

在庫補充水準は，直近〟期間の平均需要量のⅣ倍  

として設定し，次式で与えられる．  

∂々＝Ⅳ×5∂ゑ  （4）  

（7）当該期発注前における，期末の手持ち在庫量と  

発注済量の和   

当該期の期末手持ち在庫量と発注済（未納入）量の  

和を，次式で計算する．上は納入リードタイムであ  

る．  

qe烏  （上＝0）  

良一1 すe烏＋ ∑♪れ（エ＞0）  
ノ＝烏－エ  ‡  

（5）  （7人  

（8）在庫補充水準からの差異  

在庫補充水準から期末の手持ち在庫量と発注済（未  
／′、、  

納入）量の和の差異を求める．  

∂α々＝∂々－αゐ  （6）  

（9）発注量  

発注量は，式（6）の値と0と比較し，大きいほうを発  

注量とし，次式で与えられる．   

♪γ々＝∽α∬［∂α烏，0］  

（10）期末の納入量  

（7）   

発注済量は，納入リードタイムを経て納入される．  

γ烏＝か′烏－⊥  （8）  

（11）期平均在庫量   

期当たり平均在俸量および平均品切れ量は，期首お  

よび期末の手持ち在庫量により，次の諸式で計算され  

る．なお，前稿までの各在庫管理方式においても同様  

の計算式が用いられる．  

（〃∂々＋qe烏）／2（すe烏≧0）  

（q∂烏）2／2d々 （〃eゐ≦Oandす∂ゐ≧0）（9）  

0  （ヴe烏≦Oand〃∂烏≦0）  

A上々＝  

・■′へ  

（12）期平均品切れ量  
す占烏＝ヴe烏＿1＋γ々＿l  （1）  

0  （ヴe々≧0）  

（〃e烏）2／2d々   （¢eゐ≦Oandq∂ゐ≧0）  

－（す∂烏十qe烏）／2（qe烏≦Oandq∂烏≦0）  

（3）需要量  

第々期の需要量をdヵで示す．  

（4）期末手持ち在庫量  

期首手持ち在俸量から需要を差し引いて期末在庫量  

．1ご々＝  

tl…  

（13）期発注回数  
が得られる．   

（打力＝〝／）ん一（ん  

（5）第々期までの直近〟期間の平均需要量  

0（αた≧∂々）  

1（α烏＜占烏）  （   

（2）  ．－1、？た＝  （11）  

（14）期品切れ回数  
第々期を含めて，直近〟期間の需要量の平均を計  

0（ヴe々≧0）  

1（ヴe烏＜0）  （  

算する．  

カ   
5∂烏＝＝見．1め  

．1・ん＝  （12）  

（3）  

2．3 事例  

ある日用品メーカでは，42種類の製品（i先剤，漂  

（37）511   2004年8月号  © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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図11日当たりの平均需要量   

白剤，シャンプーなど）を生産し，販売している．今  

回は，原材料メーカ，メーカ（工場）・流通センタ  

（営業所兼務）・小売店・顧客というサプライチェーン  

において，ある製品をとりあげて，ある流通センタに  

おける在庫管理について考える．   

このメーカでは，5カ所の流通センタからの輸送依  

頼に応じて製品の輸送を行っている．メーカから，あ  

る流通センタへの輸送にかかわる納入リードタイムは  

1日である．いま，製品番号6の製品について，ある  

流通センタにおける各月1日当たりの需要量の平均を  

図1に示す．図1に示すように，月ごとの需要変勤が  

みられ，製品の需要量は各月ごとでそれぞれ異なるパ  

ラメータの正規分布に従うことがわかっている．   

この製品の在庫管理において，需要変動に応じて，  

そのつど変動する在庫補充水準に基づいて発注量を決  

定する在庫バンク方式を適用し，在庫管理シミュレー  

ションを実施することにする．  

3．シミュレーション・モデル  

前回までの方式を踏襲し，今回の在庫管理方式のシ  

ミュレーション・アニメーション・モデルに関する手  

順は，次の2ステップで構成される．  

（1）Excelによるシミュレーション実行．  

（2）ArenaによるExcelのシミュレーション結果の  

読込みと，在庫推移を表示するアニメーション  

の実行．   

3．1ExceH＝よるシミュレーション・モデル  

（1）モデルのロジックとプログラム   

ロジックのフローチャートを図2に示し，VBAプ  

ログラムの詳細を図3に示す．  

（2）データ入力   

図4に示す画面において，シミ ュレーション実行に  

512（38）  

期末手持在庫1   
中性）＝小作）－d什〉  

直脚期の平均書要の鮒∫  
8b（k）＝lnt（f／t〉  

在庫補充水準  
b（k）軸b（k）  
免注済▲の計暮  

l  

発注前の期末の手持在庫   
1と発注済1の和  
き（k）＝＝碑什）十g  

在庫補充水中からの差異  
bd什）＝わ匹ト8什）  ′～、、ヽ  

図2 ロジックのフローチャート   

必要な数値をセルに入力する．まず，セル（D6：  

D16）に示した各項目に対応するデータを入力する．  

次に，1月から12月までの各月において，需要量の  

平均および標準偏差をセル（G6：H17）に入力する．  

（3）プログラムの実行   

シミュレーションを実行するために，Goボタンを  

クリックすると，設定画面が表示される．実行期間  

（図4では365）を入力し，OKボタンをクリックす  

ると，実行が開始される．  

（4）結果表示   

実行が終了すると，シミュレーション結果が表示さ  

れる．プログラムの実行によi），平均在庫量，平均品  

切れ量，発注回数などのシミュレーション実行結果に  

関する総括がセル（C31：C37）に表示される．さら  

に，在庫量の変動などの詳細の内容については，他の  

シート（IBS）に表示される．   

3．2 シミュレーション結果   

ここでは，在庫バンク方式において，各月の需要量  

オペレーションズ・リサーチ   

／′「、→＼   
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一期平均在庫遍の計算（Al）   

工f ActiveSheet．Cells（k，4），Value＞O men  

ActiveSheet．Cells（k，11）．Value＝（（ActiveSheet．Cells（k，2）・Value＋  

A〇tiveSheet．Cells（k，4）．Value）／2）   

E15e  

＝f ActiveSheet．Cells（k．2）．Value＞O Then  

Activesheet．Cells（k．11）．Value＝（ActiveSheet．Cells（k．2トValue★  

ActiveSheet．Cells（k．2）．Value）／（2 ★ActiveSheet．Cells（k．3））  

EIse  

ActiveSheet．Cell5（k，11）．Value＝O  

md 工f  

む1dIf  

AエI＝AII＋ActiveSheet．Cells（k，11）．Value  

、期醐（A2）   

工f九＝tiveSheet，Ce11s（k，4）．Value＞ O men  

ActiveSheet．Cells（k，12）．Value＝O  

E15e  

If ActiveSheet．Cells（k，2）．Value＞O Then  

A＝tiveSheet．Cells（k，12トValue＝（ActiveSheet．Cells（k．4）．Value★  

ActiveSheet．Cells（k，4）．Value）／（2 －7k：tiveSheet．Cell5（k，3））  

EIse  

ActiveSheet．Cells（k．12）．Value＝－（（ActiveSheet．Ce11s（k．2）．Value＋  

ActiveSheet．Cell5（k，4）．Value）／2）  

mdIf  

md 工f  

ASQ＝喝十ActiveSheet．Cells（k．12）．Value  

、期酬（A3）   

If ActiveSheet．Ce11s（k．7）．Value＞ActiveSheet．Cells（k．6）．Value Then  

ActiveSheet．Cells（k．13）．Value＝O  

E15e  

ActiveSheet．Cells（k．13）．Value＝1  

（：）＝＝0＝ ＋1  

End 工f  

、紺†賃（A4）   

工f ActiveSheet．Cell5（k．4）．Value＞ O Then  

ActiveSheet．Cells（k，14トValue＝O  

EIse  

ActiveSheet．Cells（k′14）．Value＝1  

SC＝ SC ＋1  

End 工f  

、月ごとにadとsdを変更   

kl±（kM1）－365 ★（yeaエー1）  

Select Case kl  

Ca5e31′ 59．90．120．151，181．212．243．273．304．334  

mn亡h ヒmOnth ＋1  

ad＝Cells（month＋5，7）．Value  

Sd＝Cel15（mnU‾1＋5．引．Value  

a5e 365  

）唱ar＝year＋1  

mon亡1＝1  

ad＝土Cells（mDnth＋5，7）．Value  

Sd＝Cells（mc）nth＋5，8）．Value  

End Select  

仙：）rksheets（“工B5′′トActlva亡e  

k ＝ k ＋1   

工ノこにp  

Pri．vate Sub工BS Cllck（）   

、変数7〕建議   

Dim k，ki，ek，f，g，h，＝，N．M，L，d，ad′ 5d，CC，5C．  

AI工′ A5Q．yea工．mnth A3工nt句eご  

Di爪工BSm A5Strlng  

、ユーザし－フォームの表示  

U5erFor汀皿．Sh⊂ルJ   

ek＝；UserFoml．Pericd．Value  

、初期値限定  

AエⅠヒ 0   

喝＝O  

year＝1  

mntム ＝＝ ユ   

ad＝Cells（month＋5，7）．Value  

sd＝Cells（month＋5，E））．Value  

l＝Cel15（12．4トValue  

I；Ce115（14，4）．Value  

M＝Cells（15，4）．Value  

N＝Cells（16，4）．Value  

k＝1   

Worksheets（“IBS”）．Activate  

、需抑とるための需要を生成如期間）  

Do Untllk＝ M＋1   

Randα止ze 、乱数発生／レーーチンを初聯ヒ   

d＝PFPlication．WorksheetnlnCtion．NorTrd：nv（Rnd（）′ ad，Sd）  

工fIn亡（d）＞O nen  

7v：tiveSheet．Cells（k 十1，3）．Value＝工nt（d）  

E15e  

九：ニtiveSheet．Cell5（k＋1，3）．Value＝O  

End 工f  

ActiveSheet．Cells（k十1．9）．Value＝O  

k＝＝ k ＋1   

Ⅰノ：にp  

九＝tiveSheet．Cells（k．4）．Value＝＝  

k；k ＋1  

、実行期間終了まで桝を行う。  

［b Untilk＝ ek ＋M ＋ 2   

ActiveSheet．Cells（k，1）．Value＝k－M－1  、期（k）  

Activesheet．Cells（k，2）．Value＝竺ActiveSheet．Cells（k－1，4）．Value＋  

ActiveSheet．Cells（k rl，10）．Value 、期醐（少（k））   

、需要生成   
臨nd□mユZe 、乱数発生′レーテンを初期化  

d＝確Plication．ⅥbrksheetFunction．No工m工nv（Rnd（），ad，5d）   

If 工nt（d）＞D men  

ActiveSheet．Cells（k，3）．Value＝Int（d）  、帝穿（d（k））  

E15e  

Activesheet．Cel15（k．3）．Value二O  

End 工f  

ActiveSheet．Cells（k．4）．Value＝ごActiveSheet．Cell5（k．2）．Value－  

ActiveSheet．Cells（k．3）．Value l期糊（qe（k））  

、痕跡TM酬  

h ＝ k  

Do Untllh＝ k －M  

f＝；f＋ActiveSheet．Ce115（h．3）．Value  

h ＝ h －1  

b⊃P  

ActiveSheet．Cells（k．5）．Value＝Int（f／M） 、直前M摘要（Bb（k））  

f ＝ O  

ActiveSheet．Ce11s（k，6）．Value＝N★ActiveSheet．Ce115（k．5）．Value  

、㈱水準（b（k））   

h ＝ k  

q＝0  

亡b Untilh＝ k －1  

g＝g＋九＝tiveSheet．Cells（h－1．9）．Value  

h ＝ h －1  

工β⊃p  

ActiveSheet．Ce11s（k，7）．Value＝ActiveSheet．Cells（k．4）．Value＋g  

／／‾、＼  

′（ ＼  

、最鋤こ生成した辟醐l除  

k ＝1  

m Untll k＝M＋1  

ActiveSheet．Pange（、’A2：n2”）．Celete（XIShiftしゎ）  

k ＝ k 十1  

工∝p   

、柵己入   

Cells（3l，3）．Value＝A工＝／ek   

Cells（32，3トValue＝ASQ／ek   

Cel15（33．3トValue＝0＝   

Cells（34，3）．Value＝9＝   

、セル嚇   

Work5heets（、、IBS”）．Range（Worksheets（、、IBS”）．Range（、、A4”），  

Worksheet5（、、IBS′′）．Range（、’A4′′）．End（XIToRlght）．  

md（Xl肋・m））．Name＝、’IBSm′′  

Wo工ksheet5（、、5heetl′′）．Selec亡  

End Sub  

と蜘和（a（k））  

g＝O  

ActiveSheet．Cells（k′ 8）．Value＝ActiveSheet．Cells（k．6）．Value－  

ActiveSheet．Cel15（k，7）．Value   、掛軸ち磯（bま（k））  

If ActiveSheet．Ce11s（k．8）．Value＞O Then 、差異が0より大きいとき  

ActiveSheet．Ce11s（k，9）．Value±ActiveSheet．Cells（k．8）．Value  

、発注量（pr（k）⇒〇a（k））  

EIse   

九＝tiveSheet．Cells（k．9）．Value＝0  、発注赴ま0（Pr（k）＝0）  

md 工f  

如tiveSheet．Cell5（k，10）．Value＝ActiveSheet．Cells（k－L，9）．Value  

、脚）入鴎（工（k））  

図3 VBAプログラムの詳細  
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の平均と標準偏差から需要量を生成し，納入リードタ  

イム（上）は1日，平均需要量を算出する期間（〟）は  

5日，在庫補充水準を算出する期間（Ⅳ）は3日分とし  

て，365日についてシミュレーションを実行した．図  

5は，シート（IBS）に書き出された結果である．図  

中，第10期（日）について，計算過程を追ってみる．  

まず，期首の手持ち在庫量は321（以下，単位は個）  

で，その日の需要量は104であるので，期末在庫量は  

217となる．第6ないし10期までの平均需要量は151  

であるので，在庫補充水準は453となる．一方，前日  

（第9期）に発注してこの日に納入する数量は144で  

あるので，期末在庫量と合わせて361となる．したが  

って，92（＝453－361）が当期の発注量となる．なお，  

その期の平均在庫量は，期首および期末の在庫量の平  

均として計算され，269である．  

4．アニメーション・モデル  

4．1記号   

本節（Arenaモデル）で用いる記号を次にまとめ  

て示す．なお，節2．1で既出の記号については省略す  

る．Arenaでは，Excelモデルで使用した添え字と記  

号末尾の々は対応している．  

α々：発注前における期末の手持ち在庫量と発注  

済量の和  

∂α々：在庫補充水準からの差異  

抽：在庫補充水準（舶期）  

（蕗：需要量（兢期）  

¶1チInvel由一了一日貪Ⅰ止Sys㌻enl  

在庫パンク方式   

J ■「、◆「■．J‾ltl  1日当りの莞要望  

パラメータrP8一郎¶そter）   喜己号（Si印）  教場伍■伯Iu8†モ）   

製適度価（1個当り）   P   300   

年闇在庫侶管最で空   1000h   

発主ょ幾月（1匡l当り）   C   5DO   

年闇乗算宣   ∠）   4g323，40   

斯当りの乗買主の標準傾羞  ■d   27．03   

期当りの需要量の平均  135．13   

納入リードタイム   ⊥   
サーヒス交を嘉す信頼係数  ♂   ＝∬   

手刀期奄應主   ′   200   

平均東署宣を呈出する期闇数  〝   5   

在虐捕充水準を呈出する鯛闇－  〝   

152．8  6l．10   

2  1‖j  4ヰ．62   

3  1＄4，l  65，65   

4  160．5  64．21   

5  l185  47．39   

6  110l  44．DS   

7  122．1  ヰ8．8q   

さ  t22．8  ヰ9．12   

‖5J  ヰ629   

10  12舎．6  5仁44   

12⊆l．7  引＝‖   

12  182．】  72，83  
月  平均  ・＝ ■＝   ■                                                ロ            n  

′、＼＼  

ソテミュL－ション喜萱果  

ゝl〉－，・一指IトJドなミリ■】  

数伯堰“ヨIu勺te）   

平均在庫量  
平均品切れ童  
発；主回教  

品切れ国数  
発三上費用   0   

保管費用   0   

治安勤費用   0   

図4 Excelによるシミュレーション設定画面  

′、＼＼   

図5 Excelによるシミュレーション結果  
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［Stepき］   【St∈p4］   ［S一己p5］  【Stepl］   ［Step2】  

・壷藩－－－－・・≡ヨーー≡ヨ  

■ 

ニ＿ 

Create Entity  Nm  
¶皿忙Bdw∝IIAnivak  

l恋  
nStant  

U血  Hours  
［馳画】発注回数、品切れ回数の増加めCく忙十郎，SC＝SC十舶）  

Assi伊モジュール  

監乱忘三豊準  Assign Counter   

Varlable  
OC  
OC＋A3  

Na汀Ie  

A∬吻Ime鵬  Name  Read File of Data  
Flle  

怨a馳N狐。  
下甲  
Ⅵ血bleN狐e  
NewⅦue  

軸血 
血1e  

隠1eN狐。  

／／〔＼  【St印5］終了  

D誌po麗モジュール  

Name  Dispose Entity  

データモジュールの設定内容  

Fikデータモジュール  

N甜ne  DataFlle  
Ac∝SS撫  Microsoft Excel（★・XIs）  

0阿血喝SystemFileNaJne  IBSmodel・XIs  
賦と期末在庫量の割付とプロット変数の設定‘q軸  

肋ー血醜  
Assign qq and variable of plot  

Varlable  
qq  
qbk  

Nm  
Ass轡lIIle血  

助NむIle  
N瓜近dR∬ge  

Recordset l  

工BSDATA  
下甲  
Ⅵ血血IeNm  
NewⅦl妃  

図6 アニメーション・モデルの詳細  

崩：期2  

Jわ7e：0を表示するためのプロット変数   

♪祓：発注量   

q抽：期首の手持ち在庫量   

ヴe々：期末の手持ち在庫量   

すq：需要量のプロット変数  

7塘：納入量   

s抽：第舶期までの直近〃期間の平均需要量  

4．2 モデルの実行手続き  

次の手順で，アニメーションを実行する．  

［stepl］エンティティを生成する．1期（日）に  

1個のエンティティが生成される．  

［step2］実行されたExcelファイルを読み込む．  

［Step3］プロットに表示する在庫量（qq）と0を  

表示するプロット変数（／才乃e）を割り付ける．  

［step4］発注回数と品切れ回数をカウントする．  

［step5］エンティティを破棄する．  

／‾「ヽ、  

図7 Plotのダイアログ  

モデルの詳細を図6にまとめて示す．図中，上側の  

ブロック線図はプログラムのモジュール表示である．   

4．3 アニメーション図の詳細   

前回までと同様に，アニメーションにプロットと変  

（41）515   

2Arenaでは，期を表す変数はkkを用いる．これは，節  

2．1グ）々に対応している．  
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数（Variable）を表示する．これまでのモデルでは，  

Plotダイアログ内のExpressionにおいて，二つの変  

数（ヴヴ，／オ乃e）を設定した．今回のモデルでは，在庫  

補充水準もプロット表示を行うため，図7に示すよう  

に，変数bkを追加する．また，変数（Variable）の  

表示についても，変数bkをVariableボタンを用い  

て追加する．   

4．4 アニメーションの実行   

Excelシミュレーション・モデル実行後に，アニメ  

ーション・モデルにより，シミュレーション結果をダ  

イナミックに表示する．実行の様子を図8に示す．図  

中，上側に表示されているプロットは，在庫補充水準  

の推移の様子であり，下側に表示されているプロット  

は手持ち在庫量の推移の様子を表している．   

4．5 在庫管理方式の比較   

これまでに取り上げた四つの在庫管理方式につし、て，  

表1にまとめて示す．表中，各方式の特徴として，発  

注量，発注間隔，在庫補充水準についての相違を示し，  

本シリーズで特に詳しく述べたArenaアニメpショ  

ンに関する諸設定についても併せて示す．さらに，各  

モデルで用いたパラメータについても，表2にまとめ  

て示す．  

f－elⅦd  ［）em㍍d  

田 口司  

T払方・加持五〕Tl値Al柁ー噂≧Dそm出d〔5もk）  

［正室］［二田  

InlでntO町On田よ抽ま  

二≡   
田口．OrO通告  Nロ．ロrSkDユ1喝e5  

匝］［二司  
0ユ■由一恥瓜tity A血′d恥Itity  

［司［可  
AY判もIm切bけⅠ滞rP℡1ロd  

「‾；ヰj  

AY電場¢弘軸pす釣血亡d  

［二可  

′■■■ヽ＼、  

365．0  

図8 在庫バンク方式のシミュレーション・アニメーション・モデルの実行の様子  

表1在庫管理方式の比較  

√ヽ   
管理方式  

詳述したアニメーション機能  
発注量   発注間隔   在庫補充水準   

（1）定量発注方式   一定   不定期  Plot機能   

（2）定期発注方式   変動   定期   一定   Variable機能   

（3）ダブルビン方式   一定   不定期   一定   Level機能   

（4）在庫バンク方式   変動   不定期   変動   Plot機能   

表2 パラメータの一覧  

Excelモデルのパラメータ  AreI岨モデルのパラメータ   

（1）定量発注方式   gOe，m4朗加工4，∫∫   

C，β，f，ク，β，£4  たた  

8dJ〃J∫e，4  PO罰ユ4m，∫rr   ノ」～」jJJ， 此ノ血，クrた，  
eた，J，た，ム  
OC，ざC，∫d  9占頓eた，押  わf〃J．ゐf〃2，A弟〝〟Je∫，  

′鬼   ∫eco〃d∫   

（4）在庫バンク方式  C，β，ノ，タ，♂  
，g九れ〟椚0〝吼凡  

たた  αた．ムdた，抽，∫ぁた   
Jβ£∂」7H，∫占，γeαr  
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るので，本稿に関する内容の詳細については参考ない  

し照会してほしい．   

http：／／／www．stlab．soec．nagoya－u．aC．jp／   

Ermail：takakuwa＠soec．nagoya－u．aC．jp  

参考文献   

［1］Eliezer Naddor：Inuento7y劫stems，John Wiley＆   

Sons，1966．  

［2］W．D．Kelton，R．P．Sadowski，andD．A．Sadowski：   

Simulation with A7ma，2nd ed．，McGraw－Hill，   

2001（高桑宗右ヱ門監訳：“シミュレーションーArena   

を活用した総合的アプローチー”（第2版），コロナ社，   

2002）．  

5．おわりに  

本シリーズでは，在庫管理方式の基本モデルについ  

て，事例を取り上げて，シミュレーション・モデルを  

構築する方法について述べた．たしかにExcelを用  

いたシミュレーションでは，数値実験だけでなく，グ  

ラフを描くことも可能であるが，グラフが一度にすべ  

て表示されてしまうという難点がある．そこで，特に  

その難点を克服するために，時間進行とともに刻々と  

在俸量などの変動の様子を表示するためのモデル化の  

考え方を提示した．したがって，在庫管理だけでなく，  

オペレーションズ・リサーチの種々のテーマにも応用  

が可能であるので，参考となれば欣幸である．   

プログラムおよび実行の様子を下記URLに掲示す  
／一‾、＼  

／′二「＼  
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